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来
年
市
制
施
行
九
十
周
年
を
迎
え
る
川
越
市
。

そ
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
本
を
紹
介
し
ま

す
。
中
央
図
書
館
の
郷
土
資
料
室
に
は
『
川
越
の

歴
史
』（
大だ

い

護ご

八は
ち

郎ろ
う

著
）と『
川
越
市
史
』（
川
越
市

総
務
部
市
史
編へ

ん

纂さ
ん

室
編
纂
）と
い
う
本
が
あ
り
ま

す
。『
川
越
の
歴
史
』
は

市
制
施
行
六
十
周
年
の
際

に
市
内
全
世
帯
に
配
布
さ

れ
た
も
の
で
す
。
現
代
ま

で
の
川
越
の
歴
史
が
年
代

順
に
分
か
り
や
す
く
記
述

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
詳
し
く
知
り
た
い
方
に
お
す
す
め
な
の

は
、『
川
越
市
史
』。
こ
ち
ら
は
通
史
編
五
巻
七
冊
、

史
料
編
五
冊
、
民
俗
編
一
冊
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
年
表
や
写
真
集
な
ど
も
あ
り
、
じ
っ
く

り
川
越
の
歴
史
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
で

す
。

　

こ
れ
ら
の
本
に
は
江
戸
城
や
川
越
城
を
築
い
た

こ
と
で
知
ら
れ
る
太お

お

田た

道ど
う

灌か
ん

の
人
物
像
や
、
江
戸

と
川
越
を
結
び
、
川
越
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
新
河
岸
川
舟
運
の
歴
史
な
ど
が
記
述
さ

れ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
二
階
の
郷
土
資
料
室
で

閲
覧
可
能
で
、
一
階
の
埼
玉
県
資
料
コ
ー
ナ
ー
で

は
貸
し
出
し
も
可
能
で
す
。

　

中
央
図
書
館
に
は
こ
の
ほ
か
に
も
、
川
越
の
歴

史
を
記
し
た
多
数
の
貴
重
な
資
料
が
あ
り
ま
す
。

郷
土
資
料
室
で
「
あ
な
た
の
知
ら
な
い
川
越
」
に

出
会
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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自
治
基
本
条
例
は
、
何
を
目
的
と
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
も
う
一
度
市
民
と
自
治

体
と
の
関
係
、役
割
を
見
直
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
社
会
の
変
化
に
伴
い
、
住
民
は
地
域
や
環
境
に

合
わ
せ
て
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
要
求
す
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
見

合
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
必
要
に
な
り
、

こ
れ
が
地
方
分
権
に
つ
な
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　
地
方
分
権
は
、
従
来
の
中
央
集
権
的
な
行
政
体

制
か
ら
の
転
換
を
意
味
し
ま
す
。
地
方
分
権
が
進

む
と
、
多
く
の
権
限
が
地
方
自
治
体
に
与
え
ら
れ

ま
す
。
地
域
の
独
自
性
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
同
時
に
、
自
治
体
が
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
責
任
も
し
だ
い
に
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
市
民
と
自
治
体
そ
れ
ぞ
れ
に
、
ど
の
よ
う
な
役

割
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
か
。
自
治
基
本
条
例
の
制

定
を
通
じ
て
、
互
い
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
再
構

築
す
る
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
ま
ち
」
が
変
わ
る
!?
　
自
治
基
本
条
例
②
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あ
な
た
の
知
ら
な
い

川
越
に
出
会
え
る
本

�緑のカーテン
始めませんか

環境政策課
L224−5866くらしの中の花と緑②

●資源化センターで土壌改良材「肥え土」配布 資源循環推進課L239−5053
日程・対象…6月8日㈬＝重機積み込み▶6月11日㈯＝自分で袋詰め　申し込み…往復ハガキに住所・氏名・電話番号・希望日・
希望量・車両の種類を明記し、5月23日㈪（必着）までに〒350−0815鯨井782−3・資源循環推進課

　今年の夏は電力不足が予想されます。省エネ生
活をしながら植物の育成や実の収穫を楽しむこと
のできる「緑のカーテン」始めませんか。
　アサガオやゴーヤなど、つる性の植物をネット
に伝わせて日陰を作る「緑のカーテン」は今が始
め時です。昨年、市内28か所の公共施設で「緑の
カーテン」を作りました。
　その中でも特に出来栄えのよかった南公民館で
は、「南公民館園芸クラブ」の皆さんの協力で、
猛暑となる前に立派なカーテンを完成させること
ができました。同クラブの齊

さい

藤
とう

隆
たか

司
し

さん（78歳・
旭町三丁目）は、「初めて植物を栽培する人も気軽

にでき、自分で育てて収穫をするのが一番の喜び
です」とその魅力を語ってくれました。苗を植え
る前後に肥料をまき、根が張るまでにしっかり水
をあげることが成功
の秘けつとのこと。
　緑のカーテンを実
施した南公民館では
「設置場所が西側だっ
たので日差しが遮ら
れ、植物を通る風が涼しく感じられました」とそ
の効果を実感していました。皆さんも植物の力で
夏を涼しく過ごしてはいかがでしょうか。

　
尚
美
学
園
大
学
准
教
授
・
真ま

下し
た

英え
い

二じ

さ
ん
に
よ
る「
自
治
基
本
条
例
連
続
講
座
」
の
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
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国
境
を
越
え
て
②

高
階
中
学
校
三
年

　

異
国
か
ら
来
た
私
た
ち
を
、
中
国
の
人

は
受
け
入
れ
て
く
れ
る
の
か
。

　

し
か
し
、そ
ん
な
心
配
は
無
用
だ
っ
た
。

初
め
て
会
っ
た
私
た
ち
を
、
彼
ら
は
戸
惑

う
こ
と
な
く
受
け
入
れ
て
く
れ
た
。
私
た

ち
が
ど
こ
へ
行
っ
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
方

が
、「
ニ
イ
ハ
オ
！
」
と
笑
顔
で
あ
い
さ

つ
し
て
く
れ
た
。
正
直
、
と
て
も
び
っ
く

り
し
た
。
日
本
で
は
見
た
こ
と
の
な
い
光

景
だ
っ
た
か
ら
だ
。
私
た
ち
日
本
人
は
、

街
で
外
国
人
を
見
か
け
て
も
、「
こ
ん
に

ち
は
！
」
と
声
を
か
け
た
り
し
な
い
。
ま

た
逆
に
声
を
か
け
ら
れ
て
も
戸
惑
い
、
う

ま
く
答
え
ら
れ
な
い
。

　

私
は
純
粋
に
彼
ら
の
こ
と
を
す
ご
い
と

思
っ
た
。
そ
し
て
、
今
ま
で
の
自
分
が
と

て
も
恥
ず
か
し

く
思
え
た
。
自

分
が
作
り
出
し

た
、
勝
手
な
イ

メ
ー
ジ
で
人
を

と
ら
え
よ
う
と

し
て
い
た
こ
と

も
、
す
べ
て
の

こ
と
を
偏
見
を
も
っ
て
と
ら
え
て
し
ま
っ

人
権
教
育
シ
リ
ー
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児
童
・
生
徒
の
人
権
作
文
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平
成
21
年
度
川
越
市
人
権
教
育
実
践
報
告
会
で
発
表
し
た
小
中
学
生
の
人
権
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。

て
い
た
こ
と
も
。

　
「
外
国
人
だ
か
ら
」
と
い
う
こ
と
を
彼

ら
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。自
分
た
ち
も
、

外
国
か
ら
来
た
人
も
同
じ
人
間
だ
と
い
う

考
え
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
考
え
は
、
国

際
化
へ
向
か
う
世
界
で
最
も
大
事
な
考
え

方
だ
と
思
う
。少
し
先
の
未
来
で
は
必
ず
、

た
く
さ
ん
の
外
国
人
が
私
た
ち
の
周
り
に

い
る
だ
ろ
う
。
そ
う
な
っ
た
と
き
、
一
番

必
要
と
な
る
の
は
、
ど
う
人
と
接
す
る
か

と
い
う
こ
と
だ
。

（
つ
づ
く
）

　3月11日に発生した東日本大震災により被災された皆
様にお見舞い申し上げますとともに、亡くなられた方々の
ごめい福を心からお祈り申し上げます。
　今回の地震では、津波による被害が極めて甚大でした。
川越市の場合、大地震に備えておかなければならないのは、
家屋の倒壊と火災です。
　昨年、全国の自治体の首長や議員が参加する「全国都市
問題会議」の研修会が神戸市で開催され、私も何人かの市
議会議員の方々と一緒に参加しました。会議の中で神戸市
長が阪神淡路大震災の体験に基づく防災対策の講演を行い
ました。その中で大変参考になったことが2つあります。
1つは、倒壊家屋の中から助け出された人の約70％は、隣
近所の人によって救助されたことです。もう1つは、地震
後の火災に対して、道路ががれきでふさがれて消防車が動
けなくなるうえに、火災が同時に多発するため、いわゆる
消防のプロである消防隊員でさえ十分な対応ができない、
ということです。
　これまで、川越市は総合防災訓練を年1度、関東大震災
の被災日である9月1日前後に行ってきました。現在は、
図上訓練と、実地訓練を交互に行っています。実地訓練で
は、消防隊員による救出救助訓練のほか、市民が参加して
の避難訓練、水消火器による初期消火訓練等が中心です。
　しかし、阪神淡路大震災の教訓に学ぶとすれば、消防隊
員だけではなく、一般の市民の皆様にも、消火活動や救助
活動の訓練が必要であることは明らかです。倒壊した家屋
から身近な道具を使って人を救助するような訓練などを、
多くの市民の皆様に体験していただければ、いざという時
にずいぶん役に立つのではないでしょうか。今後の総合防
災訓練では、身に付けておくと震災時に役立つような訓練
内容を工夫したいと考えています。

⑪東日本大震災に際して
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